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要旨 
昨今，ディープラーニングを中心とした機械学習の進展が見受けられ，従来の画像処理・
音声認識・自然言語処理の 3 分野での進展，とりわけ，機械翻訳での取り組みにおいて，
言語学や社会学からポライトネスや配慮表現が取り込まれることで，技術面での質的向上
が図られようとしている．従来の Q&A のような対話応答から，対人関係を配慮した対話応
答の取り組みは，必要不可欠である．ここで，機械学習への配慮表現の適用は，教師あり
データとして準備する必要があり，PJ 上，時間を要するものである．そこで，本稿では，
ポライトネスもしくは，配慮行動や配慮表現を主とした機械翻訳や対話文生成の基となる
小規模なデータベース（またはコーパス）を構築し，先行研究の多様な定義や議論を踏ま
えて場面別の発話ストラテジーの傾向を簡易なベイズ論的アプローチで試みたものである．
既存のコーパスと対話システム・機械翻訳との懸け橋になればと考えている． 
 
１．はじめに 
国内外でのディープラーニングの進展は，スポーツ分野でのデータ解析への適用やコスモロジ
ーなどの宇宙分野や天文学への専門分野への応用が試みられている段階にあり，応用段階にある
と思われる． 
一方，自然言語処理における機械翻訳の分野では，語用論の中の一つのポライトネスが必要と
の認識の下で，機械学習時の学習データ（教師データ）の準備の手間暇がネックとなっている．
途中から，新しいタイプのデータを反映させるため，制御の効かないディープラーニングの分野
では，小規模のテストが望ましいと考えられる．しかし，ポライトネスや敬語を中心とした待遇
表現，または配慮表現の分野では，文化庁の国語審議会等を見る限り，ここ数十年での進展はあ
まり見受けられない．よって，技術面への適用も，例えば，ポライトネスを機械翻訳に反映させ
るべきなどの段階で停滞している． 
本稿の位置付けは，ポライトネスや待遇表現，配慮表現を技術面に適用することが目的である．
厳密な議論はその次の段階にある． 
ポライトネスや待遇表現，または配偶表現に関するコーパスを収集し，ユーザの運用を想定し
た，有効な分析手法を検討したものである． 
 
２．語用論の登場と技術面でのブレークスルー 
２.１ 語用論の登場 
 語用論では，ポライトネスが日本に紹介され，その位置づけや厳密な定義や捉え方にお
いて，様々な議論がなされてきた．結果的に次の 2 つに分かれて収束された．１つはグラ
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 イスの発話論やゴフマンのフェイスの概念，そしてブラウン＆レヴィンソン（以下，B&L
と記す）のポライトネス理論に乗っ取った捉え方であり，もう一つは，日本語の敬語と主
体としたものである．ポライトネス理論や待遇表現，配慮表現は重複するものであるとの
認識は否定的ではない段階でまとまっているように見受けられる．本研究では，生田（1997）
の用いた配慮表現を主体的に用いるが，これに限らない． 
 
２.２ 語用論の技術面への適用可能性 
 ポライトネスや待遇表現，配慮表現の捉え方が多岐に議論された中で，機械翻訳や対話
自動生成への技術面への適用に限っては，アプリケーションや Web サービスでの提供にな
り，ユーザーからの評価に左右されるため，比較的，自由度が広いと考えられる． 
 これまでも，学問的な厳密性でとん挫した場合は，技術面への応用で，一気にブレーク
スルーすることがある．音声認識や自然言語処理など多岐にわたる分野がマツコロイドな
どの対話ロボットに適用され，ユーザーの評価が高まることが正解となる． 
 
２.３ コーパスとコーパスの技術面への適用 
 国立国語研究所では，国家プロジェクトとして，『梵天』を除き，中立性を担保しつつ，
大規模なコーパスが開発されている． 一方，コーパスを機械翻訳や対話応答の自動生成に
活かすには，正解としての教師データが必要不可欠であるため，csv 出力などデータとして
の保存方法を統一し，ラベリングすることが簡易にできることが求められている．最終的
には，ユーザーの評価，つまり，他人の使い勝手に帰属するため，機械学習にも適用可能
なデータのあり方も分析手法への適用から有用なアウトプットも考慮されることになる． 
 
３．ビジネス場面での配慮表現のストラテジーの分析とその妥当性について 
 コールセンターなどのビジネス面での会話につながるクレーム処理を取り上げる．服部
(2009)は図 3-1 のように，大きく 3 つの段階に分けて，発話ストラテジーを捉えている．ま
ずは，このように大雑把に分類し，次に，山岡(2017)の 2 種類の分類を追加することで，ラ
ベルとして，教師データに近づけることが考えられる（図 3-2-1 と図 3-2-2 を参照のこと）． 
 一方，発話ストラテジーの捉え方が適切かについては，ベイズ統計学のベイズ更新を用
いて，判断する．４節で，その詳細を検討する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3-1 終結部の内部構造と構成要素 
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４．ベイズ論的アプローチによる会話ストラテジーの検討 
配慮表現に該当する語句や品詞の組み合わせの出現確率を計算し，語句とストラテジー
の流れをモデル化し，その傾向性を検討したものである．手順は以下のとおりである． 
 まず，水準を次の 3つに定めて，モデル化する． 
１）ポジティブ，２）ニュートラル（ゼロ），３）ネガティブ 
 次に，尤度を算出し事前確率を設定する．ここでは，理由不十分の原理から事前確率を
等しく設定する． 
 
 
 
 
⑥ 慣用文 ご笑納ください、ご高名は伺ってお ります、おつかれさまです
形式分類
① 副詞 ちょっと、ぜひ、ただ、まったく、たしかに、そこそこ、ぜんぜん、なるほど、そ
ろそろ、なんか
② 副詞句 おかげさまで、悪いけど、すみませんが、恐縮ですが、失礼ですが、よろし
かったら、ご多忙のところ、つまらないものですが、僭越ながら 、どちらかというと
③ 形容詞・形容詞句 大丈夫、さすがですね、お見事、大変ですね、よかったですね
④ 接尾語・補助動詞 のほう、的な、的には、とか、なんか、～っぽい、～てくれる
⑤ 文末表現 ～でしょう、～かもしれない、～と言えなくもない、～のように思う、～の
で（言いさし）、～ていただけるとありがたい、 ～てくれてもいいのに 、 ～させていた
だきます
Ⅲ緩和表現
Ⅳ賞賛表現
Ⅴ謙遜表現
Ⅵ　 賛同表現
Ⅶ 共感表現
① 侵害抑制 かもしれない、どちらかと言えば、言えなくもない
② 不一致回避 かもしれない、 のほう、的には、とか
さすが、すごい、お見事、恰幅がいい、健康的、恐れ多くも
① 自賛抑制 まだまだ、そこそこ、一応、自慢じゃないけど
②自己非難 僭越ながら 、 若輩者 、 不束者 、 出来の悪い 、 高い所から
大変ですね 、 よかったですね 、 おつかれさま 、 それな 、 ですよねー
なるほど 、 たしかに 、 まったく 、 もの 、ごもっとも
① 自利大  おかげさまで、ぜひ、～れば幸いです
Ⅰ利益表現
②他利小  つまらないものですが、何もありませんが、 ご笑納ください
Ⅱ負担表現
① 他負大 お忙しいところ、わざわざ、お足元の悪いところ、お手数ですが、ご面倒で
すが、 可能なら、よろしかったら
② 自負小 ぜんぜん、大丈夫、喜んで 、ついでに
図 3-2-1 形式分類 山岡(2017) 
図 3-2-2 機能分類 山岡(2017) 
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５．まとめ 
 配慮表現における会話ストラテジーにおいて計量的
分析に基づき，その傾向を捉え，再度，機械学習用のコーパスに入れなおすなどで，教師
データを整備してゆきたい．  
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「ちょっと」と＜申し訳ございません＞とをベイズで推定
(1) 「ちょっと」と＜申し訳ございません＞のモデル化
ポジティブ(H1) ゼロ(H2) ネガティブ(H3)
3 3 3
4 2 3
(2) 尤度の算出
P (D |H 1) P (D |H 2) P (D |H 3)
0.429 0.600 0.500
0.571 0.400 0.500
(3) 事前確率の設定
ポジティブ(H1) ゼロ(H2) ネガティブ(H3)
0.3 0.4 0.3
(4) データ入力と事後確率の算出
ポジティブ(H1) ゼロ(H2) ネガティブ(H3)
0.300 0.400 0.300
1回 良 0.414 0.276 0.310
2回 悪 0.414 0.276 0.310
3回 良 0.527 0.176 0.297
4回 悪 0.527 0.176 0.297
5回 良 0.630 0.105 0.266
6回
7回
8回
9回
10回
デート回数 データ(D )
憎因子の数
愛因子の数
データ(D )
悪印象（憎因子選択）
良印象（愛因子選択）
最初の事前確率
図 4-1-1 ベイズ更新の結果 
図 4-1-2 ベイズ更新の推移 
表４．１　JB０１
０１　Ｒ：　 えと私がお持ちできるかちょっと他の担当者（あの：になるか）が
分からないんですが（．）あの：：まず商品の在庫のほうだけ私のほう
から御連絡入れさせていただきますので：：＝
０２　Ｃ：　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝はい
０３　Ｒ：　 え（．）え（．）であの：：また別にちょっと担当者のほうからはＣ様へお
電話入れさせていただくようにはしますので＝大変申し訳ございま
せん．ご迷惑おかけいたしまして＝
０４　Ｃ：　 　　　　　　　　　　　　　　　＝いえ．あ（．）あので（．）できるだ
け早くお願いします＝
０５　Ｒ：　 　　　　　　　　　＝じゃああの：在庫のほうの確認だけして先に
お電話させていただきます．よろしいです［か．私JB０１と申します
ので
０６　Ｃ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［あ（．）はい．はいＲ様で
０７　Ｒ：　 何かありましたらまた御連絡くださいませ
０８　Ｃ：　 あ（．）はい．よろしくお願いい［たします。
０９　Ｒ： ［申し訳ございません．よろしくお願
いいたします．はい［失礼いたします
１０　Ｃ：　 　　　　　　　　　［はい＝では失礼いたします。
　※　記号Ｒは受け手（JB）、Ｃはかけ手
表 4-2  クレーム（JB01）スクリプト 
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